
両町誹丼生米帥来4恒掴

月のほけんだよ

梅雨の季節かやってきました。天気の変わりやすいこの時期は体調を崩しやすいので、十分に注意か必要です。

衣服の調節にはいつも以上に気を配るようにしましょう。

歯を予防するためには、やはり

歯みが書のポイント

薗みがさが-番大切です。お手さ

まが蔑みがさをした後は仕上げみ

がさを行い、虫歯を予防しましょ

う。また、ご飯を食べる時はしっか

りとかんで食べる習慣を付けまし

ょう。肥満予防となるだ!ナでなく、

睡液がたくさん出ることで口の中

を洗い流し、虫歯を防いでくれる

役割があります。
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…　予防法

曾ひざの上に子どもの頭を乗せ、寝かせみがきを
します。
㊨鉛筆と同じように歯ブラシを持ち、軽い力で
みがきます。
㊨奥歯の溝、歯と歯ぐきの間、歯と歯の間、
歯の裏は特に丁寧にみがきます。
㊨前歯は歯ブラシを900にあててみかきましょう。
⑱歯と薗ぐきの問は歯ブラシを45。にあてましょう。

虫歯ゼロの健康な歯を目指して、1本ずつ丁寧に
みがいていきましょう!
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食中毒は、細菌やウイルスが付着した物をロにすることが原因で、湿度
の高い夏場に多く発症します。吐き気や下痢をもよおし、熱が出ること
もあります。血便やひどい腹痛があったり、嘔吐を繰り返す場合は、す
ぐに病院へ行きましょう。
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8　　食事の前やトイレの後は、石け
轡　　んでしっかり手を洗う習慣を付
8　　　けましょう。

よくかんで食べると消化が活発に
なり、体内の菌の数を減らすことに
つながります。

食材の買い置きは控え、新鮮
なうちに調理し、なるべく早く

食べましょう。

食器はしっかり洗い、清潔

な布巾で拭きましょう。
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生で食べる野菜や果物はよ暮
く洗い、肉・魚などは、しっか霊

り火を通しましょう。

屋外で活発に遊ぶことま
で、夏パテしない体をつま
くり、免疫力を高めましょま
う。
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